
１．はじめに

コロナ禍の深刻化により、大学等教育機関でのオンラインツールの重要性が増している。

2020年には世界各国の大学で授業がオンライン化されているが、国際交流の分野においても、

インターネットを使った遠隔での授業活動が増すと考えられており、その遠隔活動の形態の

一例としてVirtualExchange（VE）やCollaborativeOnlineInternationalLearning（COIL）

が挙げられる。VEとは、同期型、非同期型に関わらず、ICTツールを活用して参加者が共

習を行うという緩やかな定義に示されるものであり、活動例としては、複数の拠点間を

Zoom等のウェブ会議ツールで繋ぎ、ディスカッションを行ったりするといったものが含まれ

る。またCOILはVEよりもやや定義が限定的で、二つ以上の大学でそれぞれ開講されてい

る科目間の連携に基づいて実施される活動を指す。例えば日本の大学と海外の大学の間で、

一学期の間で時期的に重複する数週間を使い、アクティブラーニングを促す能動的な協働を

課す取り組みなどがCOILに当たる（国際教育研究コンソーシアム 2020）。COILの活動例

としては、静岡県立大学と米国ノースカロライナ大学シャーロット校が2019年10月から11
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月にかけて実施した共修活動がある。この活動の内容としては、両校の学生がメッセージビ

デオを作成して、米国大学生は日本語で、日本の大学生は英語を使って自己紹介およびお

互いの大学を紹介するといったものなどであった（Yokono&Sawasaki2020）。

VEおよびCOILなどの意義としては、まず低コストで教育カリキュラムを国際化でき

るという点、さらに実際に海外に行かずとも学生の意識の国際化を図ることができるとい

う点が挙げられる。例えば、日本人学生が、実際に英語のネイティブスピーカーを相手に

英語を話すことで、語学能力の向上のみならず外国および異文化への興味や理解を促進す

ることが期待できる（池田 2016）。こうした利点に鑑みて、関西大学では国際化戦略の教

育指針の中で、日本人学生の異文化コミュニケーション能力の涵養を推進することを目的

としてCOILをカリキュラムに取り入れ、2014年にCOIL発祥の大学であるニューヨー

ク州立大学などと初めて COIL授業を実施し、その後アジア、南米、アフリカ諸国に

COILネットワークを広げている。さらに関西大学では教職員からなるCOILサポートチー

ムも設立している（関西大学 2020）。

筆者は三重大学の国際交流センター・教養教育解放科目である「三重学：三重の社会と

文化」を担当している。この科目は、科目名からも分かる通り三重地域に対する理解と愛

着を育むことが目的であることはもちろんであるが、使用言語が英語となっているため、

英語能力の向上も授業目的の一つとされている。担当教員である筆者は、本科目において、

2020年前期の7月7日から8月初旬の学期末までの5週においてVE活動を取り入れる

こととした。特にオンラインで進められる授業においては語学学習に必要な発話練習の機

会が限られているが、本取り組みはその欠点を補完するものでもある。本稿ではそのVE

実践の実践を報告する。

２．取り組みの実践

２．１ 参加学生

本取り組みに参加したのは、「三重学：三重の社会と文化」を受講している11名の日本

人学生と2名の外国人留学生（共にドイツの三重大学協定校の交換留学生）である。11

名の日本人学生の内訳は、10名の1年生と1名の2年生であり、また所属学部は1名が

人文学部、3名が教育学部、3名が医学部、4名が工学部であった。

２．２ 目的と内容

VEを用いた本取り組みの内容は、基本的には、前述の静岡県立大学と米国ノースカロ

ライナ大学シャーロット校のCOILプロジェクトをモデルとした。ただし、この両校の
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学生がお互いの大学を紹介し合ったのに対し、本取り組みでは「三重学：三重の社会と文

化」の科目の目的に鑑みて、三重県についての情報を調査し、米国大学の学生に発表する

ものとした。具体的には、本科目の受講学生が各自、三重県に関する何らかのテーマ（名

所、食べ物、歴史上の人物など）を設定し、5分程度のポスタープレゼンテーションにま

とめて発表した。本取り組みの全体的な流れとしては、学生たちのポスター発表を学生自

身が各自Zoomで録画し、筆者がそれらを本取り組み用に作成したブログに掲載し、そ

れを米国大学の学生が視聴した上でブログ上にコメントを投稿するという形をとった。こ

のように自身の発表が米国大学の学生に視聴され、感想を述べられることで、発表学生が

海外との繋がりをリアルに感じ、英語学習を含む異文化理解への意欲が促進されることが、

本取り組みの目的である。（ただし本科目の受講生13名のうち2名はドイツ人短期留学生

であることは前述の通りであり、これらのドイツ人学生の英語能力は総じて日本人学生よ

りも高いと推察されることに留意する必要がある。）本稿では上の目的が達成されたかに

ついて、本科目の受講生を対象としたアンケート結果に基づいて報告する。

２．３ 実施

２．３．１ 準備（7月7日～7月27日）

本取り組みでは、7月7日～27日の約3週間を準備期間とした。まず、7月7日に、2．2

節に述べたような本取り組みの概要を説明し、作成したブログの画面を見せ、そして多く

の受講学生にとって馴染みがないであろうポスタープレゼンテーションという発表形態に

ついて説明した。そして、7月7日から7月13日までの一週間を、各受講学生が発表の

テーマを決める期間および調整期間とした。調整期間とは、複数の学生が重複したテーマ

を選んだ場合にどちらか一方の学生に別テーマを選ばせる期間である。テーマは、「三重

県に関わりのあるもの」という緩やかな規定のみを学生に提示し、学生自身にテーマを選

ばせた。その結果、計13名の受講学生が、伊勢神宮、おかげ横丁、伊賀組紐、伊賀忍者、

赤目四十八滝、鳥羽、真珠の養殖、鈴鹿サーキット、鈴鹿青少年の森、四日市工業地帯、

長島リゾート、三重県の五つの地域の特色、三重県の神話をテーマとして選んだ。

さらにこの時期に、米国大学の学生をポスタープレゼンテーションの視聴者として確保す

る必要があったため、筆者の前任校である米国クレムソン大学の学生団体「日本クラブ」に

所属している学生と、同じく筆者の前任校である米国ノースカロライナ大学シャーロット校

の夏学期の日本語科目を受講している学生に、それぞれの大学の日本語科教員を通して協

力を依頼した。（ノースカロライナ大学シャーロット校は、第1章で述べた通り、静岡県立

大学と協働して昨年度COILプロジェクトを実施した大学である。）ただし、これらの米国
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大学の学生の視聴、コメントはあくまでも任意であり、何人の学生が協力してくれるかにつ

いて多大な期待はできないことを、仲介役となった当該米国大学の教員から伝えられた。

次の一週間は（7月14日～20日）、パワーポイントを使ったポスター作成期間とした。

筆者が過去に実際の学会で使用したいくつかのポスターを例として挙げ、プレゼンテーショ

ン用ポスターの作り方を説明した。本科目受講生の多くは一年生であったため、中にはパ

ワーポイントに慣れていない学生もいたので、基本的なパワーポイントのスライドの作り

方についての説明動画も作成し、学生に提示した。

次の1週間弱（7月21日～26日）を、プレゼンテーション録画期間とした。ここでは、

Zoomを使って自身を録画する方法を説明したワードファイルと説明動画を作成し、学生

に提示した。ただし、どうしてもZoomを使って自分を録画することができないという

学生に対しては、最低限、携帯電話のボイスメモ機能等を使って自分の発表の音声を録音

し、その音声ファイルを筆者に提出することとした。結果、1名の学生が動画ではなく音

声ファイルを提出したので、この学生のプレゼンテーションに関しては、筆者がその音声

ファイルを再生しながらZoomでその学生のポスターを表示して録画した動画ファイル

を作成したが、音声の質の劣る動画ファイルとなってしまった。全てのプレゼンテーショ

ン動画ファイルは、7月27日に筆者によってブログに掲載され、米国大学の学生が視聴

する準備を整えた。ブログは一般的な検索ツールでは見つからないよう、URLを知って

いる者のみ視聴可能と設定した。

２．３．２ 発表実施とコメント（7月28日～8月4日）

ポスター発表の視聴者となる米国大学の学生に対しては、本取り組みを“MiniVirtual

Conference:IntroductiontoMie”と題し、全てのポスター発表動画が掲載されたブログ

へのアクセスをメールにて依頼した。具体的なブログ公開時期として、7月28日から前

期最終日の8月4日までをMiniVirtualConference期間とし、この間に米国大学生の視

聴とコメントを募った。求めるコメントの内容としては、プレゼンテーションの内容、発

表者の英語運用能力、ポスターのデザインなどに関する感想、批評、助言などであること

を、事前の周知メールで伝えるとともに、ポスタープレゼンテーション動画を掲載したブ

ログの冒頭に掲載して伝えた。さらに、プレゼンテーションを行った本科目の受講生本人

たちにも、最低三つ以上のクラスメートのプレゼンテーションを視聴し、コメントを投稿

するよう指示した。

7月28日から8月4日までの間に、13のプレゼンテーションに対して合計35件のコメ

ントが米国大学の学生から寄せられた。コメントを投稿した米国大学の学生数は、投稿者
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名が明示された投稿から確認できたものが7名であり、この7名から28件のコメントが

投稿された。その他匿名の投稿が7件あったが、これらの投稿が何名の学生から寄せられ

たものかは定かではない。コメントのほぼ全ては発表者に対する好意的な評価であり、ま

た発表者の英語の発話に対する評価や英語文法及び語彙に関する助言も多かった。

３．事後アンケートとその結果

2020年前期最終日に、本科目を受講した発表者の学生13名を対象に、本科目「三重学：

米国大学の学生を対象とした英語での三重地域文化発信－国際交流センター・教養教育科目「三重学」におけるVirtualExchangeの取組み－
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図1 アンケート質問①～⑦



三重の社会と文化」に対する評価及び意見を聴取するためのアンケートを実施した。この

アンケートの中の一つのセクションとして、本稿に報告するVEを活用した取り組みに対

する質問を含めた。その質問を図1に示す。

図1にある質問のうち、本稿では、本取り組みに対する全体的な評価（質問①）につい

ての学生の回答を3．1節で、米国大学の学生のコメントに対する感想（質問③）を3．2節

で、異文化理解に対する意欲の増減（質問⑤）を3．3節で、英語学習に対する意欲の増減

（質問⑥）を3．4節において報告する。

３．１ 本取り組みに対する全体的な評価（質問①）

質問①「このプロジェクトに対するあなたの全体的な評価」に対する回答（選択式）と、

その回答を選んだ理由（自由記述式）を表1に示す。また、表1右列の自由記述回答につ

いては、各回答に回答者を記号で付記する。日本人学生11名については JS1～JS11、ド

イツ人学生2名についてはGS1～GS2と記す（JSはJapanesestudentを、GSはGerman

studentを表す。）この記号は、本稿の全ての表（表1～4）に共通であり、例えば、表1

でJS1として示される学生と表2でJS1として示される学生は同一人物である。なお、

自由記述回答については、回答の言語を英語とも日本語とも指示しなかったため、英語で

回答した学生と日本語で回答した学生がいた。

表1 質問①「このプロジェクトに対するあなたの全体的な評価」に対する回答
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても

良かった
4（30.8％）

●（JS5）IhaveexperiencedalotofthingsIhaveneverdonebefore.

●（JS9）Ihaveneverhadtheopportunitytogetaadvicefromnative

speakerlivinginAmerica.So,thiswasaveryvaluableexperience.

●（JS7）Thisprojectwastheopportunitytogaintheknowledgeof

powerpoint.IcanspeakEnglishalot.Itwasveryfun.

●（JS2）BecauseIwasgladthatotherpeopleappreciatedtheslidesI

madefromthebeginningandthepresentationIpracticed.

良かった 7（53.8％）

●（JS1）ポスタープレゼンテーションなど、新しいことができて勉

強になったから。

●（JS3）高校の時にはできなかった類のものをすることが出来たから。

●（JS8）自分自身で三重を調べる機会になったのもいいと思ったし、

それを英語で書くということで英語力の向上にもなったから。また

自分の英語のプレゼンテーションを外国の方に見てもらう機会なん

てめったにないのですごく貴重な体験になったと思う。

●（JS11）他人に発表したい内容を伝えるためにそれ以上の内容を知

ることができたから。



表1の通り、「とても良かった」と「良かった」という選択肢に回答の多くが集中して

いることから、本取り組みに対する学生の評価は概ね高いと推察される。これらの回答が

選ばれた理由としては、6名が、これまでしたことのない新しい経験ができたということ

に言及している。具体的には、英語のネイティブスピーカーに発表を見せてコメントを得

られたこと、パワーポイントの使い方を学べたこと、ポスタープレゼンテーションをした

ことなどである。逆に「あまり良くなかった」と回答された理由はインターネット上で自

身のプレゼンテーションを公開したくないという学生の気持ちであり、また「全然良くな

かった」と回答された理由は自身のプレゼンテーションの出来具合に関するものであった。

これら二つの回答は、取り組みの内容自体に関わるものではない。

また、表1に示されるように、（日本語よりも英語の方が能力が高いと思われるドイツ

人学生を除き）本取り組みに高評価を与えている学生ほど、英語で自由記述回答を記述し

ている者が多いようである。これには、これらの学生が英語を使うことに抵抗がなくなっ

たあるいは意欲的になったという解釈が可能であるが、もともと英語能力が高い学生であっ

たという可能性、あるいは偶然の結果という可能性なども考えられる。

３．２ 米国大学の学生からのコメントに対する感想（質問③）

質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに書かれたコメントについて、ど

う思いましたか」に対する回答（自由記述）を表2に示す。この質問に対する回答から、

発表者である三重大学の学生たちが米国大学の学生の反応からどのような教育効果を得ら

れたかについて推察する。なお、この質問は自由記述回答式であったが、回答を筆者がい

米国大学の学生を対象とした英語での三重地域文化発信－国際交流センター・教養教育科目「三重学」におけるVirtualExchangeの取組み－
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●（JS4）ItbecameanopportunitytoknowMieprefecture,learningin

English.Howtomakethepresentationposterdependsonyou,soI

couldwatchvarietyoftheposter.

●（GS2）Ofcoursebecauseofcoronawecouldn'tmeetinpersonand

soanypresentationasweusedto,butIreceivedareallyhelpful

commentonmyposterpresentationfromaAmericanstudentandI

likedthefactthatweareabletoreceivethatthroughtheblog.

●（JS6）記述なし

どちらとも

言えない
0 NA

あまり良く

なかった
1（7.7％）

●（GS1）Ijustdon'tlikebeingrecordedgivingpresentationsandit

beinguploadedontheinternet.

全然良く

なかった
1（7.7％）

●（JS10）英語がたどたどしく、また、ポスターの内容が少なすぎて、

プレゼンテーションの尺が指定の時間に届かなかったなど。



くつかの種類に分類して表の左列に示す。

表2 質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに書かれた

コメントについて、どう思いましたか」に対する回答

表2の通り、最も多くの回答を集めたのは、「自身の発表にコメントをもらえたことへ

の感謝」であった。また「自身の発表の間違いの指摘に対する言及」も2名から寄せられ

た。これらの回答からは、米国大学の学生のコメントから具体的にどのような教育効果を

得られたのかは読み取れない。一方、「自身の発表への高評価に対する感謝と喜び」を示

す回答も4名と比較的多く、これらの回答からは、本取り組みが学生の英語能力およびプ

レゼンテーション能力への自己肯定感や自信の獲得につながったという可能性が示唆され

る。さらに「自身の発表の間違いの指摘に対する感謝」を表す2名の回答の中には、特定

の英単語の使い方に関する言及があり、語学学習上の具体的な学習効果が示唆されている。
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回答の種類 回答数と割合 回答（原文ママ）

自身の発表に

コメントをも

らえたことへ

の感謝

5（38.5％）

●（JS5）Ithoughtitwasavalidopinion.

●（JS7）Iwasveryhappybecauseofthosecomments.

●（JS9）Inhighschool,Idon'thavemanychancestolearnabout

speakingEnglish.So,I'm gladtogetaadviceaboutspeaking

ability.

●（GS1）I'mthankfulforthefeedback.

●（GS2）AsIsaidbeforeIreceivedareallyhelpfulonefroman

Americanstudent.

自身の発表の

間違いの指摘

に対する言及

2（15.4％）

●（JS4）Somepeoplesaidthatmypresentationwasnotbad,but

myposteriskindofdark.IthinkItisnoteasytoread,too.

●（JS6）Ithinkthatpronunciationissodifficult.

自身の発表に

対する高評価

への感謝と喜

び

4（30.8％）

●（JS2）Iwashonestlyhappybecauseeveryonepraisedmefor

myhardwork.

●（JS8）少々のミスはあったがほとんどの人が“clear”だと発

表をほめてくださったり、三重県について知れたと言ってくだ

さったので嬉しかった。特に英語の発音に自信がなかったので、

発表自体を褒めてもらったことで自信にも繋がった。

●（JS10）暖かい言葉がありがたかった．

●（JS11）素直に嬉しかった。頑張ってやり遂げてよかったと思えた。

自身の発表の

間違いの指摘

に対する感謝

2（15.4％）

●（JS1）文法や単語の間違い、改善点を指摘していただいたの

がよかった。inventとinviteのことに関しては、「誘致された」

の意味で使ったのだが、意味的に違ったのだろうという点で勉

強になった。

●（JS3）感想ばかりでなくて、改善点なども書いてくださった

ので良かった。



また、表2に示されるように、具体的な教育効果が読み取れない類の回答（「自身の発

表にコメントをもらえたことへの感謝」と「自身の発表の間違いの指摘に対する言及」）

が全て英語での回答であったのに対し、具体的な教育効果が読み取れる回答（「自身の発

表への高評価に対する感謝と喜び」と「自身の発表の間違いの指摘に対する感謝」）はほ

とんどが日本語での回答であった。これには、回答を英文で書く能力に欠ける（比較的英

語能力が低い）学生の方が、米国大学の学生のコメントから目に見える影響（自信の獲得

など）を受けたという解釈が可能であるが、あるいは単に偶然の結果という可能性もある。

３．３ 異文化理解への意欲の増減（質問⑤）

質問⑤「このプロジェクトを通して、異文化理解への意欲が増しましたか」についてで

あるが、この質問の曖昧さついて筆者の説明と反省が必要である。本取り組みは三重県の

ことについて調べて発表するものであるので、発表者の出身地によって、その発表の内容

が異文化であったり異文化でなかったりする。ドイツ人留学生にとっては発表の内容が異

文化であるので、質問⑤の趣旨が「三重県のことを発表することで三重県（＝異文化）に

対する意欲が増したか」と解釈されたであろうし、逆に三重県出身の日本人学生にとって

は発表内容である三重県は異文化ではないので、質問⑤の趣旨が「米国大学の学生との交

流を通じて外国文化（＝異文化）に対する意欲が増したか」と解釈されたであろう。また

三重県外出身の日本人学生にとっては、上の両方の意味で解釈された可能性がある。筆者

自身も意図が曖昧なまま設問してしまったというのが実際のところで、今となっては、

「異文化理解」と問うのではなく、本科目の内容に鑑みて、「他の学生の三重県に関するプ

レゼンテーションを見て、三重県の理解に対する意欲が増しましたか」とすべきであった

と考えている。そして本取り組みの目的を、第一に「外国語学習への意欲の喚起」、第二

に「三重地域文化理解への意欲の喚起」とし、上の設問を第二の目的の達成度を調べるも

のとすべきであった。

上に述べた問題点に留意する必要があるが、質問に対する回答（選択式）と、その回答

を選んだ理由（自由記述式）を表3に示す。

表3 質問⑤「このプロジェクトを通して、異文化理解への意欲が増しましたか」に対する回答
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 5（38.5％）

●（JS1）三重について調べ、発表することで、逆に別の国の人たち

は自分の国についてどんな発表をするのだろうと興味を持ったから。

●（JS10）別にまるっきりこちらの意図を伝えれないわけではな

いと感じたから。



表3に示されるように、「（異文化理解への意欲が）とても増した」あるいは「少し増し

た」とする回答が多く、本取り組みの効果をある程度肯定する結果となった。異文化理解

への意欲とは、具体的には、三重（＝自身の文化）について調べることで他の地域（＝異

文化）についても興味を持ったという内容のもの、また米国大学の学生への発表を通して

英語（＝異文化）の学習に意欲を持ったという内容のものが見られる。ただし、「（異文化

理解への意欲は）変わらない」とする回答の一つは、その理由を「三重県のことしかテー

マにしていないから」としており、おそらくはこの学生が三重県出身であるため、「異文

化」について問う質問の対象に該当しないと考えた可能性が高い。これには、前述の通り

筆者の設問の曖昧さによる影響が反映されていると考えられる。

３．４ 英語学習への意欲の増減（質問⑥）

質問⑥「このプロジェクトを通して、英語学習への意欲が増しましたか」に対する回答

（選択式）と、その回答を選んだ理由（自由記述式）を表4に示す。また、この質問に対

して無回答であった学生が1人いたことを、表の最下段に付記する。
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●（JS5）Ihavemoreopportunitiestocomeintocontactwith

English.

●（JS2）Iwasabletogetvariousperspectives.

●（JS7）記述なし

少し増した 6（49.1％）

●（JS3）いろんな人の経験を知ることができたから。

●（JS8）自分の住んでいる地域のことを調べることで他の地域

ではどうかなと外へ目を向けるいい機会になったと思うから。

●（JS4）Wecouldcommunicatewithforeigners.Itisexciting.

●（JS9）ImadeaposterwithEnglish.Itwashard.Butbecause

ofusingmanyEnglishwords,Ibecamemoreinterestedin

Englishanddifferentcultures.

●（GS2）Becausefrom thebeginningIam studyingJapanese

cultureIhadealotofinterest,butthroughthisclassmyinterest

forlittleandsometimesnotthatfamousandspectacularplaces

increased.

---------------------------------------------------------------

●（JS6）記述なし

変わらない 2（15.4％）
●（JS11）三重県のことしかテーマにしていないから。

●（GS1）I'malwaysinterestedinothercultures.

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA



表4 質問⑥「このプロジェクトを通して、英語学習への意欲が増しましたか」に対する回答

まず、予期されたことであったが、英語能力が高いと思われるドイツ人留学生2名は、

英語学習に対する意欲に変化はないと回答した。ヨーロッパ系の留学生に対しては、本取

り組みは英語学習意欲を喚起するための活動としては難易度が低すぎたと推察される。日

本人学生11名については、うち7名が「（英語学習に対する意欲が）とても増した」と回

答しており、本稿で取り上げたアンケート結果の中で最も確からしい教育効果が示された。

英語学習の意欲が増した理由としては、英語で米国大学生とコミュニケーションをとる機

会が得られたからというものが多く、また「別にまるっきりこちらの意図を伝えれないわ
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 7（53.8％）

●（JS5）Ihavemoreopportunitiestocomeintocontactwith

English.

●（JS7）IhadtheopportunitytospeakEnglish.

●（JS2）Ireadthecommentsofeveryone'simpressionsandfelt

thatIwantedtohavemoreconversationinEnglish.

●（JS9）Thisclasswasveryfun.SoIbecamemoreinterestedin

studyingEnglish.

●（JS8）英語で伝えなければいけなかったので、先生に添削し

ていただけるとは言えども、やらなければという責任感みたい

なものを感じたから。

●（JS3）英語が出てこなかったり、時間がかかったりしてもど

かしかったから。

●（JS10）異文化理解に関してと同様。（＝質問⑤の回答「別にま

るっきりこちらの意図を伝えれないわけではないと感じたから。」）

少し増した 3（23.1％）

●（JS4）IunderstoodIcaninteractwithpeopleallovertheworld

byusingEnglish.

●（JS1）他の人に正確に自分の考えを伝えるために、語彙や文

法を正しく使っていかなければならないと思ったから。

●（JS11）下手なりに英語をうまく話そうとしてみることができ

たから。

変わらない 2（15.4％）

●（GS1）There'snotsomuchtolearnanymoreformesincemy

minorisEnglishatmyhomeuniversity.

●（GS2）FromayoungageonItrytoincludeEnglishinmy

everydaylife,likereadinginEnglishorwatchinginEnglish,but

Iwasreallyhappytouseitinclassandspeakalittle,becausefor

metherearenotmanychancestospeakinEnglish.

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA

無回答 1（7.7％） ●（JS6）



けではないと感じたから」といったような自信の獲得を示すもの、また逆に「英語が出て

こなかったり、時間がかかったりしてもどかしかったから」といったような自身の能力不

足を感じたものまで、様々であった。

４．考察

まず、本取り組みに対する全体的な評価を聞いた質問①の結果から、この取り組みが学

生たちにとって、これまでしたことのない新しい経験を与えられたと評価できる。その新

しい経験の内容とは、（前述の通り）英語のネイティブスピーカーに発表を見せてコメン

トを得られたこと、パワーポイントの使い方を学べたこと、ポスタープレゼンテーション

について学べたことなどであるが、特に第一の点がVEを活用した意義だと考えられる。

第1章で述べた通り、日本の大学に在学する日本人学生にとって、実際に海外に行くこと

なく海外の大学の学生と交流できることは、経済的な負担がないことを含め、大きなメリッ

トであると思われる。特に外国語の学習に重きを置く学生にとって、学習言語の母語話者

とやりとりすること、また母語話者による自身の外国語運用に対する評価やコメントを得

ることは重要な体験であろう。英語学習の意欲への影響についての質問⑥及び米国大学の

学生から寄せられたコメントに対する感想を聴取した質問③の結果からも、米国大学の学

生に対して英語を使うこと、英語が通じることの喜び、自信の獲得、また自身の課題の認

識などが感想として得られた。こうした効果は、学習対象言語を母語とする話者によって

提供されるものからこそ説得力を持って学生に与えられるものである可能性が高い。それ

は例えアカデミックな能力や経験に乏しい者（例えば普通のアメリカ人の大学1年生）に

よるフィードバックであったとしても、である。その理由は学習言語を母語として自然に

操ることができる者との直接的なやり取りから得られるものであるからに他ならない。こ

うした効果を得ることがVEの強みであり、本取り組みにおいてもその効果が得られたこ

とが確認されたと考える。

その他、本取り組みによって得られた効果として質問①に挙げられたパワーポイントの

使い方を学べたという評価については、全13名の受講生のうち11名を占めた1年生にとっ

て特に有益な経験であったと考えられ、さらに、ポスタープレゼンテーションについて学

べたという評価からは、ポスターという形態を使ったプレゼンテーションは比較的他科目

では実施されることの少ないものであることが反映されていると推察される。

５．おわりに

本稿は、VEを用いた三重大学の学生と米国大学の学生の交流活動を報告した。本取り
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組みが、VEを活用して教育カリキュラムの国際化を試み、受講学生の語学学習および異

文化理解への意欲の喚起を目的としたものであることは、2．2節で述べた通りである。事

後アンケートの結果、三重大学の学生（特に日本人学生）にとって、とりわけ英語学習へ

の意欲を高める効果が示唆された。しかしながら、本取り組みの反省として、いくつかの

点が挙げられる。第一に、情報の発信が一方通行であったことである。本取り組みは三重

大学の学生が三重県についてプレゼンテーションをするという内容であり、米国の学生が

米国についての何かを紹介するという行程はなかった。英語学習の観点から見ると、スピー

キングの演習にはなったものの、リスニングの演習に相当するものはなかった。これに対

応するには、米国大学の学生から三重大学の学生への発信を組み込む必要があるが、これ

は米国大学の学生にも一定の負担を課すものであるため、先方にも何らかのメリットを与

えるものを考案する必要があると考えられる。例えば前述のノースカロライナ大学シャー

ロット校と静岡県立大学のCOILプロジェクトのように、日本語を学習する米国大学の

学生にとって日本語演習の場となるようなものも作る必要がある。労力と時間的な制約を

含め、今後の検討課題である。

第二の反省点として、本取り組みに参加した2名のドイツ人留学生にとって、英語の演

習という活動があまり意味のないものであったことである。この2名のドイツ人の英語能

力は概ね日本人の受講学生よりも高く、また日本に留学に来ているドイツ人にとって英語

は重要な学習対象ではない。従って、本科目の学習内容が三重地域文化の学習と英語の学

習であるとは言え、英語学習の比重が前者を上回るべきではないと考えられる。このバラ

ンスをどのように取るかも、担当教員にとっての課題である。
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